
ごみの分別にご協力をお願いします 

◆プラスチック製容器包装（   プラマーク）の袋に、食べ残しやオムツなどが混入する事例が多発

しており、リサイクルが難しくなっています。今一度、分別方法の確認をお願いします。 

◆分別が不適切なごみは、ごみステーションから回収せず、再分別をお願いさせていただきます。 

（その場合は、回収できなかった理由をシールでお知らせします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスチック製容器包装に混入したごみの実例 

プラスチック製容器包装は、クリーンセンターで梱包された後、資源として再生事業者に引き渡され、

様々なプラスチック製品に生まれかわります。（例：フォークリフトのパレットや駐車場の車止めなど） 

そのため、クリーンセンターでは、資源にならないごみを一つ一つ手作業で取り除いています。 

 市民のみなさまには、適切な分別にご協力をお願いします！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスチック製容器包装の分別のポイント 

〇プラスチック製容器包装袋は、商品の入れもの（容器）や包むもの（包装） を入れる袋です。

〇目印は、   マークがついているかどうかです。 

〇素材はプラスチックでも、商品自体（例：ハンガー等）は対象外（燃やさないごみ）です。 

〇   マークがついていても、食べ残しなどで、汚れが付着しているごみはリサイクル 

できません。軽くすすいでから出しましょう。  

〇プラスチック製容器包装の袋は、二重袋（レジ袋などに入れたまま出すこと）は禁止です。 

食べ物・中身入りの調味料 医療用のチューブ 農業用のマルチシート 

オムツ・汚物 タバコの吸いがら 木くず・砂など 


